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園芸植物PortulacaoleraceaにおけるビスフェノールA代謝経路の解析
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【目的】我々は，植物を利用した環境修復技術ではファイトレメディエーション
による実用性の高い環境ホルモン浄化技術の確立と普及を目的に研究を行ってい
る．これまでに，園芸植物ポーチュラカ (Portulaca oleracea) がビスフェノー
ル A(BPA)など環境ホルモンに対して，優れた浄化能を有することを明らかにした．
これまでの検討から，本植物は水酸化酵素により BPA を代謝することによって浄
化することが強く示唆された．そこで，我々は本代謝反応の詳細について明らか
にするために，BPA 代謝物の構造解析を試みた． 
【方法と結果】P. oleracea 植物体根を連続明条件下で 6 時間，100μM BPA 水溶
液に浸漬した．浸漬液を HPLC により分析したところ，BPA よりも親水性の高い二
つの代謝物の生成が認められた（Product A および Product B）．これらの代謝物
を固相抽出により分離・濃縮し，さらに分取 HPLC により単離・精製した．このう
ち Product A について，NMR 分析ならびに質量分析により解析行った結果，BPA の
一水酸化体であることが明らかになった．一方，P. oleracea 根由来粗酵素抽出液
により処理した場合には，二つの代謝物 Product X および Product Y の生成が認
められた．質量分析の結果から，Product X は前述の Product A と同一物質であり，
また，Product Y は BPA の二水酸化体であると推定された．現在，これらの代謝物
の構造解析を進めている． 


